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研究成果の概要（和文）：多くの高齢義歯患者はドライマウスを自覚し、顎堤が高度に吸収していることが多い。その
ため、義歯床下粘膜に潰瘍や発赤等を生じ、義歯の装着が困難になっている。本研究では抗酸化作用による粘膜損傷治
癒作用を有する白金ナノコロイドと、不動粘膜を増大させると考えられるキマーゼ阻害薬を応用したドライマウス用粘
膜活性保湿ジェルを創製することを目的とする。本研究では主としてレオロジー特性、義歯床との接着性および生体親
和性について検討した。粘膜損傷治癒作用についてはさらなる検討が必要であるが、口腔保湿ジェルの基本的なレオロ
ジー特性と生体親和性について解明した。

研究成果の概要（英文）：Many elderly denture patients have dry mouth and severe alveolar resorption. 
Thus, most of them do not wear the dentures due to decubitus ulcer and redness of denture intaglio 
surface. The purpose of this study is development of a mouth moisturizer using the colloidal platinum 
with antioxidative effect and chymase inhibitor. Rheological properties, adhesion strength and 
biocompatibility were mainly evaluated in the present study. Although additional evaluation of the 
function of mucous membrane damage healing would be necessary, rheological properties, adhesion strength 
and biocompatibility of mouth moisturizers were unraveled.

研究分野：歯科補綴学
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１．研究開始当初の背景 
 65 歳以上の高齢者のうち 56.1%がドライマ
ウス（口腔乾燥症）を自覚しており（厚生労
働省長寿科学総合研究事業「高齢者の口腔乾
燥症と唾液物性に関する研究」）、さらに高齢
義歯患者では顎堤が高度に吸収し不動粘膜
（角化歯肉）が不足していることが多い。唾
液や口腔内の不動粘膜は義歯の維持・安定性
に非常に重要な役割を果たしている。そのた
め、多くの高齢義歯装着者は義歯床下粘膜に
潰瘍や発赤等を生じ、さらには摂食・嚥下障
害や義歯の装着が困難になっている。そのた
め創傷治癒を促進する口腔保湿ジェルの開
発が望まれている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では国内外を通じて初の試みとな
る、抗酸化作用による粘膜損傷治癒作用を有
する白金ナノコロイドと、不動粘膜を増大さ
せると考えられるキマーゼ阻害薬（瘢痕化抑
制剤）を応用したドライマウス用粘膜活性保
湿ジェルを創製することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では主として、口腔保湿ジェル、ク
リームタイプ義歯安定剤、粉末タイプ義歯安
定剤、リライン材のレオロジー特性、義歯床
との接着性および生体親和性の評価を行っ
た。以下にその概要を示す。 
 (1) レオロジー特性、義歯床との接着性 
 新ファストン（以下 SF，成分：カラヤガム
等）とポリグリップパウダー無添加（以下 PP，
成分：カルシウム・メトキシエチレン無水マ
レイン酸共重合体塩，CMC ナトリウム等）を
用いた。粉液比（P/W）は 0.125, 0.250, 0.375, 
0.500 とした。粘度の測定には音叉型振動式
粘度計（SV-100, エー・アンド・デイ社製）
を用い，23℃および 37℃の値を測定した。義
歯床との接着力の測定は、ISO 10873 に準じ
た治具を装着した小型卓上試験機（EZ Test / 
CE、島津製作所社製）を用い、以下に示す 2
種類の方法で行った。測定方法 Aは引張前に
材料に定歪を与える試験方法で、接合間距離
を 0.10、 0.25、 0.50、 1.00、 1.50、 2.00 
mm の 6 種類で規定し、引張速度 5 mm/分にて
最大接着力を測定した。測定方法 Bは引張前
に材料に定荷重を与える試験方法で、ISO 
10873 に準じ、圧着速度 5 mm/分、9.8 ± 0.2 
N の荷重で圧着し、30 秒間保持したのち、引
張速度 5 mm/分にて最大接着力を算出した。
各材料 5回ずつ計測した。 
 口腔保湿ジェルおよびクリークタイプ義
歯安定剤のレオロジー特性と義歯床との接
着性についての評価も行った。 
(2) 生体親和性 
義歯安定剤 6 種類(粉末タイプ A、B、クリ
ームタイプ C、D、クッションタイプ E、F)、
口腔保湿ジェル 2 種類（G、H）、ティッシュ
コンディショナー2種類（I）を使用した。イ
ンプラント治療の際に得たヒト歯肉線維芽

細胞(長崎大学大学院医歯薬学総合研究科倫
理委員会承認済み)を初代培養し、継代数 6
～9の株を使用した。24well のセルカルチャ
ーインサート用デッシュに5000個/wellにて
HGFs を播種し 24 時間培養した。その後、セ
ルカルチャーインサート内にそれぞれ 0.8ｇ
を入れ、さらに 24 時間培養した。粉末タイ
プの義歯安定剤は粉：水＝1：4(ISO 規格）で
使用した。培養後の細胞は WST、ViaCount 
Assay の２通りの方法で生体適合性を調べた。 
 
４．研究成果 
(1) レオロジー特性、義歯床との接着性 
PP は SF に比べ、すべての粉液比において
有意に高い粘度を示した（p < 0.05）。測定
方法 Aでは、粘度が高い材料、すなわち粉液
比が高いほど義歯床への接着力が高くなる
傾向であり、また接合間距離が小さくなるほ
ど接着力は高くなった。一方測定方法Bでは、
粘度が低い材料、すなわち粉液比が低いほど
義歯床への接着力が高くなる傾向であった。
またクリームタイプ義歯安定剤および口腔
保湿ジェルを用いた実験でも同様の傾向で
あった。 
床用レジンに対する接着力は、引張前の定
歪および定荷重の負荷方法の違いにより、算
出される値が大きく異なることが示唆され
た。 
(2) 生体親和性 
WST(図１)では細胞 A、Bともに、製品 F、G、
H で有意に生体適合性が低い結果となった。
ViaCount assay(図２)では、細胞 Aでは、製
品 F、H で、細胞 B では、製品 F で有意に生
体適合性が低い結果となった。同じ試験法で
も、細胞間で異なる結果となったのは、それ
ぞれの感受性が異なるためと考えられる。ク
ッションタイプの義歯安定剤は、特に咬合高
径に影響を与えることからあまり推奨され
ていないが、生体適合性に関しては、タイプ
によってではなく、成分によって差が生じる
と考えられる。 
ティッシュコンディショナーより生体適
合性が低い義歯安定剤や口腔保湿ジェルは、
即時義歯症例では抜歯窩に直接触れるため、
このような症例では使用を控えるべきと考
えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 各材料の生体適合性（WST） 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
図 2 各材料の生体適合性 
（ViaCount assay） 

 
上述のように、口腔保湿ジェルおよび義歯
安定剤の基本的なレオロジー特性と生体親
和性について解析した。 
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建男, 山口義和, 村田比呂司．市販ティ
ッシュコンディショナーの即時義歯応
用のための評価-動的粘弾性について-．
平成 24 年度日本補綴歯科学会中国四
国・九州支部合同学術大会．平成 24年 9
月 1日，広島市南区民文化センター（広



島市）． 
21) 黒木唯文，田中利佳，村田比呂司．下顎
顎骨壊死既往患者の下顎全部床義歯に
軟質リライン材を適用した症例．日本老
年歯科医学会第 23 回学術大会．平成 24
年 6月 22-23 日，つくば国際会議場（つ
くば市）． 

22) 村田比呂司，黒木唯文，田中利佳．市販
義歯粘着剤の動的粘弾性．日本老年歯科
医学会第 23 回学術大会．平成 24 年 6月
22-23 日，つくば国際会議場（つくば市）． 

23) 村田比呂司．歯科補綴領域に求められる
大規模臨床研究を考える 大規模臨床
研究案―有床義歯補綴領域―．日本補綴
歯科学会第 121 回学術大会．平成 24 年 5
月 26 日，神奈川県民ホール/産業貿易セ
ンタービル（横浜市）．（委員会セミナー） 

24) 加納 拓，黒木唯文，村田比呂司．義歯
安定剤および口腔湿潤剤の粘度と接合
力との関係．第 121 回日本補綴歯科学会
学術大会．平成 24 年 5月 26 日，神奈川
県民ホール/産業貿易センタービル（横
浜市）． 

25) 高瀬一馬，西村正宏，末廣史雄，村田比
呂司．コラーゲン・ゲル培養を応用した
硬質リライン材の細胞毒性に関する研
究．第121回日本補綴歯科学会学術大会．
平成 24 年 5 月 26-27 日，神奈川県民ホ
ール/産業貿易センタービル（横浜市）． 

26) 村田比呂司．最新の入れ歯事情～義歯安
定剤も含めて～．よい歯デー 市民公開
講座、お口の検診・相談、主催：長崎県
保険医協会．平成 24 年 4月 22 日，県営
バスターミナル（長崎市）．（市民フォー
ラム） 

27) 吉田和弘, 黒木唯文, 渡邊郁哉, 村田
比呂司．硬質リライン材の機械的性質お
よび耐久性に及ぼすフッ素系モノマー
添加の有効性．平成 24 年度春期第 59 回
日本歯科理工学会学術講演会．平成 24
年 4月 15日，あわぎんホール（徳島市）． 

 
〔その他〕 
新聞報道 
1) 2014 年 8 月 31 日，朝日新聞．長寿につ
ながる義歯と口腔ケア習慣 長崎大学
歯学部生と学ぶ正しい義歯のケア.村田
比呂司. 
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